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編 集
後 記

　明けましておめでとうございます。本年もＪＡごとうをよろしくお願いします。
　今月の広報誌より、従来から若干の変更を加えております。手に取って頂いてまず目に
ついたかと思いますが、表紙のデザインを一新させて頂きました。写真の撮影は私がさせ
て頂きました！と言いたいところですが、残念ながら私ではありません。今月号より広報
担当が１人増えておりまして、カメラが趣味で写真撮影、編集の心得のある方です。今後
は２人で取材に回らせて頂くことになるかと思いますが、写真について担当によって当た
りはずれがあるぞ！と言われないよう、「しっかりとカメラの勉強をする」を今年の抱負
に頑張りたいと思います。                                                                     （長瀧　俊一）

【本店】

【上五島支店】

〒853-0041　長崎県五島市籠淵町2450
TEL 0959（72）8211　FAX 0959（74）5266

〒857-4404　長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7
TEL 0959（52）2417　FAX 0959（43）1955

事前相談受け付けております。 住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～15時
　料金　大人：1,200円　子ども：650円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

富江トマト選果場作業員募集富江トマト選果場作業員募集
作業期間　９月中旬～６月中旬
作業場所　山手トマト選果場
　　　　　（富江ライスセンター横）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間 作業場所

3月～11月
3月～10月
12月～5月
12月～3月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は富江支店 営農経済課までお問い合わせください。
☎0959-86-2111

1月号 2023  №203 ＪＡごとう

JA ごとう岐宿給油所閉店のご案内について
お客様　各位

ＪＡごとう岐宿給油所は施設の老朽化等、諸般の事情に
より令和５年３月１０日をもって閉店させて頂きます。
永年のご愛顧、誠にありがとうございました。
給油所は閉店となりますが、閉店後の対応は西部給油所
にて行いますので、今後ともＪＡ事業への変わらぬご愛顧
をよろしくお願いします。

●新年のごあいさつ

西部給油所     五島市岐宿町中嶽1948-1     TEL  83-1756
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皆
々
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
Ｊ
Ａ
事
業
に

な
お
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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須
磨
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代
表
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岡
　
正
庸

　
　
　
常
勤
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事
　
　
嶋
里
　
卓
見
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事
　
　
山
内
　
清
一
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松
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充

　
　
　
　
　
監
事
　
　
小
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四
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謹
賀
新
年

謹
賀
新
年

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
な
ら
び
に
地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
、
運
営
に
対
し
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
未
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
燃
料
な
ど
の
生
活
物

資
や
肥
料
な
ど
の
生
産
資
材
の
高
騰
が
著
し
く
、
農
家
の
皆
様
の
経

営
圧
迫
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の
皆
様
方
に
と
っ
て
も
生
活
へ
の
影
響

は
多
大
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
様
な
中
で
、
組
合
員
や

地
域
の
皆
様
と
の
繋
が
り
で
あ
る
「
相
互
扶
助
の
精
神
」
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
と
共
に
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
と
し
て
し
っ
か
り
と
そ
の
役

割
を
担
い
責
任
を
果
た
し
て
参
り
ま
す
。

　
特
に
、
今
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
第
６
次
中
期
経
営
計

画
の
着
実
な
実
践
を
通
じ
、
農
業
と
地
域
社
会
に
根
差
し
た
組
織
と

し
て「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」

の
三
つ
の
実
現
に
向
け
て
よ
り
一
層
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　
日
夜
、
組
合
員
の
皆
様
方
が
地
域
農
業
を
守
る
た
め
に
努
力
さ
れ

て
い
る
姿
に
敬
意
を
表
す
と
共
に
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
も
組
合
員
・
地
域

の
皆
様
方
と
共
に
五
島
農
業
の
発
展
に
向
け
て
役
職
員
一
丸
と
な
り

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

農
協
経
営
に
対
し
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

代
表
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事
組
合
長
　
　
家
　
永
　
嘉
　
弘
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第22回第22回ＪＡごとう農業まつり農業まつり
　
下
地
区
で
は
十
一
月
二
十
六

日
・
二
十
七
日
の
二
日
間
で
、
第

二
十
二
回
と
な
る
Ｊ
Ａ
ご
と
う
農

業
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
度
は
「
結
ぶ
地
域
の
輪
　
と
ど

け
よ
う
五
島
の
恵
み
」
を
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
組
合
員
に
よ
る

農
産
物
即
売
や
青
年
部
に
よ
る
露

店
販
売
、
精
肉
即
売
な
ど
、
Ｊ
Ａ

ご
と
う
の
誇
る
農
畜
産
物
を
多
数

展
示
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
十

分
に
行
っ
た
う
え
で
、
三
年
ぶ
り

と
な
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
餅

ま
き
を
開
催
。
例
年
よ
り
も
気
温

が
高
く
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
上
地
区
で
は
十
二
月
四
日
に

Ｊ
Ａ
ご
と
う
農
業
ま
つ
り
を
開

催
し
ま
し
た
。
例
年
の
会
場
と

違
う
場
所
で
の
開
催
と
な
り
客

足
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
し

た
が
、
多
く
の
方
に
来
場
頂
き

盛
況
な
ま
つ
り
と
な
り
ま
し

た
。
上
地
区
で
も
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
復
活
し
、
子
供
た
ち

に
よ
る
可
愛
い
ダ
ン
ス
や
、
上

五
島
・
有
川
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
に
よ
る
合
同
演
奏
で
は
、
大

勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

結ぶ地域の輪、とどけよう五島の恵み

大盛況となった餅まき

下地区上地区

ステージ
イベント

も復活！
！

ステージは
なくとも

大盛況！

大人気のバルーンアート

熱唱！！熱唱！！

素敵なハーモニー
素敵なハーモニー

伝統の踊
り

伝統の踊
り力強い演

奏
力強い演

奏

息を合わせて息を合わせて

少年少女合唱団

外国人労働者によるダンス

ロングワイヤージャンピングバトルで優勝した大浜少年柔道部

幼徳保育園の園児たち江頭つとむさん

倭寇太鼓

３年ぶりの五島美豚・五島牛試食会 盛況だった精肉特売会

みんな大好きごとうさん5㎏を目指せ！目方でドン！

可愛く元気に

手腕を競う農産物コンクール

○×クイズ ビンゴ大会

Ａコープ特売に並ぶ行列

在宅ケアセンターの職員による龍踊

吹奏楽部の演奏

宇戸ダンススクールの皆さん

地域を
守る！

ケアレ
ンジャ

ー！

多数のご来場
ありがとうご ざいました
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く
の
方
に
来
場
頂
き

盛
況
な
ま
つ
り
と
な
り
ま
し

た
。
上
地
区
で
も
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
が
復
活
し
、
子
供
た
ち

に
よ
る
可
愛
い
ダ
ン
ス
や
、
上

五
島
・
有
川
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
に
よ
る
合
同
演
奏
で
は
、
大

勢
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

結ぶ地域の輪、とどけよう五島の恵み

大盛況となった餅まき

下地区上地区

ステージ
イベント

も復活！
！

ステージは
なくとも

大盛況！

大人気のバルーンアート

熱唱！！熱唱！！

素敵なハーモニー
素敵なハーモニー

伝統の踊
り

伝統の踊
り力強い演

奏
力強い演

奏

息を合わせて息を合わせて

少年少女合唱団

外国人労働者によるダンス

ロングワイヤージャンピングバトルで優勝した大浜少年柔道部

幼徳保育園の園児たち江頭つとむさん

倭寇太鼓

３年ぶりの五島美豚・五島牛試食会 盛況だった精肉特売会

みんな大好きごとうさん5㎏を目指せ！目方でドン！

可愛く元気に

手腕を競う農産物コンクール

○×クイズ ビンゴ大会

Ａコープ特売に並ぶ行列

在宅ケアセンターの職員による龍踊

吹奏楽部の演奏

宇戸ダンススクールの皆さん

地域を
守る！

ケアレ
ンジャ

ー！

多数のご来場
ありがとうご ざいました

ごとう 4ごとう5



　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
は
、
十
二
月
十
日
、
十
一
日
の
二
日
間
、

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
に
あ
る
長
崎
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
日
本
橋
長
崎
館
」
に
お

い
て
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
単
独
開
催
と
な
る
物
産
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
特
産
品
展
示
販
売
会

「
五
島
が
う
ま
い
」
と
題
さ
れ
た
同
展
は
、
全
国
的
に
五
島
へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
地
産
地
消
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
国
消
国
産
の
観
点
へ

も
目
を
向
け
、
島
外
発
信
も
行
う
こ
と
で
更
な
る

地
域
農
業
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
誇
る
農
畜
産
物
や
五
島
の
特
産

品
な
ど
を
販
売
し
た
同
展
は
、
朝
ド
ラ
「
舞
い
あ

が
れ
！
」の
影
響
も
あ
っ
て
か
来
客
は
非
常
に
多
く
、

十
日
、
十
一
日
の
両
日
と
も
息
つ
く
間
も
な
い
ほ

ど
大
勢
の
お
客
様
が
来
場
し
、
商
品
を
手
に
と
っ

て
い
か
れ
ま
し
た
。中
で
も「
五
島
」の
名
を
冠
す
る
、

Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
主
力
商
品
で
あ
る
「
五
島
牛
」、「
五

島
美
豚
」、「
五
島
ル
ビ
ー
」
の
人
気
は
高
く
、
同

展
に
お
い
て
も
売
れ
筋
の
Ｔ
Ｏ
Ｐ
３
と
な
っ
て
い

ま
す
。

東
京
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョッ
プ
で

　
　
　
　
　
　販
売
会
を
開
催

たくさんのご来場
　誠にありがとうございました

お弁当コンクール
金賞

銀賞 銀賞

受賞された皆さまおめでとうございます！

金賞の谷合亜佑子さんの弁当

銀賞の町野昤子さんの弁当 銀賞の馬場嵜奈津子さんの弁当

　長女の為に作りま
した。開けたら笑顔
になれるようなお弁
当にしたかったです。
お弁当となると野菜
を摂るのが難しくな
るので、生春巻きに
することで食べやす
く栄養面でも少し
ホッとする、そんな
お弁当です。

　主人のお昼の弁
当です。小さいか
まぼこを一本作
り、上手く出来楽
しかったです。

　主人の為に愛情
タップリで作りま
した。にぎりの卵
とのりが上手に出
来ませんでした。

農産物コンクール
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褒　　賞 支　　部 氏　　名
金　　賞 富江支部 谷　合　亜佑子

銀　　賞 三井楽支部 町　野　昤　子
福江支部 馬場嵜　奈津子

銅　　賞 三井楽支部 濱　里　知以子
三井楽支部 月　川　君　枝

アイデア賞 富江支部 谷　合　千鶴子
西部支部 大　坪　幸　子

奨 励 賞
三井楽支部 浜　村　マキ子
西部支部 山　田　伸　子
福江支部 小　村　洋　子

種　　類 褒　　賞 支　　店 氏　　　名 種　　類 褒　　賞 支　　店 氏　　　名

果菜類の部

五島振興局長賞 富 江 支 店 塩　竈　信　夫

根菜類の部

五島市長賞 西 部 支 店 水　浦　桂　美
全農長崎県本部賞 富 江 支 店 藤　野　周　一

金賞
富 江 支 店 谷　合　千鶴子

金賞
富 江 支 店 本　村　　　元 崎 山 支 店 ㈱山内ファーム
富 江 支 店 藤　野　周　一 本 山 支 店 橋　詰　ユミ子
富 江 支 店 三　谷　　　勲

銀賞
本 山 支 店 橋　詰　好　廣

銀賞
三井楽支店 川　端　美知代 崎 山 支 店 ㈱山内ファーム
三井楽支店 萩　里　博　幸 西 部 支 店 山　田　愛　子
崎 山 支 店 平　道　俊　之

銅賞
福 江 支 店 山　本　　　浩

銅賞
崎 山 支 店 五島のやぁしゃ便 本 山 支 店 寺　脇　丈　敏
西 部 支 店 深　松　洋　子 福 江 支 店 山　本　　　浩
本 山 支 店 五島パプリカ

果樹・花卉の部

金賞 福 江 支 店 山　本　　　浩

葉菜類の部

金賞
富 江 支 店 田　原　和　行

銀賞
富 江 支 店 古賀野　忠　弘

西 部 支 店 小　島　兼　男 富 江 支 店 片　町　美津枝
崎 山 支 部 五島のやぁしゃ便 銅賞 西 部 支 店 平　野　万寿美

銀賞
西 部 支 店 松　山　憲　一

穀 類 の 部

金賞 西 部 支 店 近　藤　茂　八
崎 山 支 店 五島のやぁしゃ便

銀賞
三井楽支店 馬　場　仁　志

銅賞
富 江 支 店 大　山　政　隆 西 部 支 店 木　戸　庄　吾
富 江 支 店 増　田　忠　昭

銅賞
西 部 支 店 近　藤　茂　八

崎 山 支 店 中　山　咲　子 西 部 支 店 柳　野　達　治
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期
待
に
応
え
る
品
質
を

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
出
荷
会
議

規
格
に
沿
っ
て

高
菜
の
出
荷
目
揃
え
会

ほ
め
ら
れ
連
覇
を
目
指
し
て

ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
生
産
計
画

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
は
十
二
月
六
日
、
出
荷
会

議
を
開
き
本
年
度
産
の
秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出

荷
計
画
や
集
荷
体
制
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
栽
培
戸
数
は
四
八
戸
、
栽
培
面
積
は
二

四
㌶
で
、
本
年
度
は
約
八
五
万
玉
の
出
荷
販
売
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
出
席
さ
れ
た
大
阪
中
央
青
果
株
式
会
社
の
田
村

英
氏
は
市
場
情
勢
に
つ
い
て
「
関
西
地
区
で
は
九
州
、

鳥
取
県
、
島
根
県
産
が
多
い
が
十
月
下
旬
か
ら
続

い
た
干
ば
つ
で
遅
れ
て
い
た
収
穫
量
が
十
一
月
中

旬
以
降
増
加
し
た
こ
と
で
十
二
月
に
入
り
価
格
が

低
迷
し
た
が
今
後
上
が
る
見
込
み
で
あ
る
」
と
し
、

「
高
品
質
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
っ
て
い
た
だ
く
事

で
我
々
も
販
売
拡
充
に
取
り
組
み
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
田
原
和
行
部
会
長
は
「
市
場
の
支
え
や
配
慮
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
病
害
虫
防
除
や
圃
場
管
理
に

努
め
て
品
質

の
向
上
と
収

量
の
増
加
を

図
り
期
待
に

応
え
て
い
き

た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
本
年
度
産
高
菜
の
出
荷
目
揃

え
会
が
十
二
月
六
日
、
本
山
高

菜
加
工
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
用
意
さ
れ
た
高
菜
の
現
物
を

前
に
Ｊ
Ａ
の
担
当
職
員
か
ら
一

株
の
重
さ
や
病
害
虫
の
被
害
の

有
無
な
ど
に
よ
る
品
質
の
規
格

や
収
穫
、
搬
入
に
あ
た
っ
て
の

注
意
点
な
ど
が
説
明
さ
れ
る
と
、

集
ま
っ
た
部
会
員
の
方
々
は
現
物
を
手
に
入
念
に
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
産
の
高
菜
生
産
者
戸
数
は
四
五
戸
で
約
四

四
㌃
を
栽
培
し
生
産
量
一
三
四
七
㌧
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
目
揃
え
会
に
先
立
ち
十
二
月
三
日
、
高
菜
収
穫
機

の
実
演
会
が
五
島
市
坂
の
上
に
あ
る
七
岳
フ
ァ
ー
ム

の
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
機
械
は
福
岡
県
久
留
米
市
に
あ
る
『
株
式
会
社

た
な
か
』
が
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
掘
取
機
を
改
良
し
た
も

の
で
、
畝
を
ま
た
い
で
、

高
菜
の
下
に
堀
取
刃
を
潜

ら
せ
る
こ
と
で
、
高
菜
を

傷
つ
け
る
こ
と
な
く
根
を

切
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
高
菜
の
収
穫
は

ほ
と
ん
ど
が
手
作
業
。
さ

ら
な
る
改
良
が
施
さ
れ
作

業
の
省
力
化
と
効
率
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
は
十

二
月
十
五
日
、
令
和
五
年
産
か
ぼ
ち
ゃ
の
生
産

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
国
産
野
菜
へ
の
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
始
ま
っ
た
日
本
列
島
産
地
リ
レ
ー
「
ほ
め

ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」。
産
地
が
本
州
か
ら
北
海
道
に

移
行
す
る
六
月
か
ら
七
月
に
Ｊ
Ａ
ご
と
う
が
出

荷
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
部
会
が
栽
培
す
る
品
種
は
「
く
り
大
将
」。
収

穫
直
後
か
ら
食
味
が
良
く
受
粉
後
四
五
日
ほ
ど

で
収
穫
で
き
る
早
生
品
種
。

　「
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」
は
、
品
質
基
準
の
糖
度
十
二
度
以
上
、
水

分
含
有
率
七
五
％
以
下
と
い
う
「
ほ
め
ら
れ
基
準
」
を
ク
リ
ア
し
た

も
の
だ
け
が
こ
の
称
号
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
出
荷
契
約
先
のM

.V
.M

（
エ
ム
・
ヴ
イ
・
エ
ム
）
商
事
株
式
会
社

の
石
田
希
世
士
代
表
取
締
役
社
長
は
「
北
海
道
か
ら
沖
縄
宮
古
島
ま

で
の
多
く
の
か
ぼ
ち
ゃ
生
産
地
の
中
で
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
か
ぼ
ち
ゃ
は

『
ほ
め
ら
れ
率
』
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
、
一
番
お
い
し
い
か
ぼ
ち
ゃ
を

生
産
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
と
共

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　
大
谷
豊
部
会
長
も
「
全
国
一
の
『
ほ
め

ら
れ
率
』
で
表
彰
さ
れ
た
の
を
機
に
三
年

計
画
で
栽
培
面
積
二
〇
㌶
の
計
画
も
来
年

に
も
達
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
も
五
島
に
お
け
る
夏
場
の
収
益

品
目
と
し
て
産
地
確
立
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　
十
二
月
十
三
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う

肉
用
牛
生
産
振
興
大
会
が
家
畜

市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
受
け
て
三
年
ぶ
り
の

開
催
で
す
。

　
軟
調
な
子
牛
の
取
引
相
場
の

一
方
で
不
安
定
な
国
際
情
勢
に

よ
る
燃
油
や
飼
料
等
の
資
材
高

騰
が
続
き
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

集
ま
っ
た
生
産
者
は
五
島
地
区

の
基
幹
産
業
で
あ
る
肉
用
牛
の

振
興
と
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
改
め
て
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
有
限
会
社
大
西
海

フ
ァ
ー
ム
取
締
役
場
長
の
山
田

康
弘
氏
が
「
Ｉ
Ｔ
機
器
を
利
用

し
て
の
分
娩
間
隔
の
短
縮
に
つ

い
て
」
と
題
し
講
演
。

　
持
続
可
能
な
肉
牛
経
営
は
分

娩
間
隔
の
短
縮
で
一
年
一
産
を

達
成
す
る
こ
と
で
所
得
の
増
加

に
つ
な
が
る
と
し
、
適
切
な
飼

料
給
与
や
的
確
な
発
情
の
把
握

と
適
切
な
人
工
授
精
を
実
践
。

飼
養
管
理
や
発
情
発
見
に
は
ク

ラ
ウ
ド
型
牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム

を
、
さ
ら
に
遠
隔
操
作
監
視
カ
メ

ラ
を
導
入
し
て
分
娩
室
を
見
守

り
事
故
低
減
に
も
努
め
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
も
全
職
員

で
共
有
。
繁
殖
成
績
を
見
極
め
問

題
の
あ
る
牛
に
は
獣
医
師
の
診

察
や
治
療
を
受
け
る
な
ど
徹
底

し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
を
代
表
し
た
決
意
表

明
で
は
、
ご
と
う
農
協
肉
用
牛

部
会
の
川
﨑
善
一
部
会
長
が
振

興
計
画
の
も
と
で
出
荷
頭
数
四

〇
〇
〇
頭
を
目
指
す
と
力
強
く

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
先
立
ち
五
島
和
牛
育

種
組
合
に
よ
る
現
地
検
討
会
が

開
か
れ
、
産
肉
能
力
に
優
れ
た

雄
牛
の
生
産
に
必
要
な
母
体
と

な
る
基
礎
牛
と
長
崎
県
が
推
奨

す
る
種
雄
牛
「
晴
太
郎
」
の
産

子
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
基
礎
牛
三
頭
、
産
子

牛
八
頭
が
並
ぶ
と
調
査
員
が
牛

体
の
測
定
値
を
基
に
体
高
や
体

幅
、
肉
付
き
な
ど
を
一
頭
ず
つ

確
認
し
ま
し
た
。

　
講
評
の
中
で
調
査
員
か
ら
「
今

回
は
基
礎
牛
で
あ
る
と
同
時
に

遺
伝
的
能
力
の
高
い
育
種
牛
の

認
定
も
視
野
に
入
れ
て
調
査
し

ま
し
た
。
五
島
牛
の
特
徴
を
持
っ

た
牛
を
次
の
世
代
に
ど
の
よ
う

に
繋
い
で
い
く
か
が
大
事
で
、

基
礎
牛
と
育
種
の
認
定
牛
を
合

致
さ
せ
て
種
雄
牛
を
造
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
」
と
し
「
五

島
で
は
種
雄
牛
の
世
代
が
少
々

古
い
た
め
種
雄
牛
が
全
盛
の
内

に
保
留
牛
を
確
保
し
て
基
礎
雌

牛
や
育
種
牛
に
育
て
て
も
ら
え

ば
改
良
の
ス
ピ
ー
ド
も
上
が
る

で
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

雌子牛高額販売表彰者

去勢子牛高額販売表彰者

決意新たに
― 肉用牛生産振興大会 ―

一
年
一
産
へ
の
取
組
み

次
世
代
の
種
雄
牛
に
向
け
て 一年一産の重要性を話す

（有）大西海ファームの山田康弘氏

今回調査された基礎牛と「晴太郎」の産子牛

決意表明をする
川﨑善一部会長

品質の向上に努めたいと話す田原部会長

作業の省力化が期待される高菜収穫機

MVM商事の石田社長（右）と
生産者の藤田三利さん

ごとう 8ごとう9

順位 地区 生産者 せり月 せり価格
１位 三井楽 馬場信之 １月 1,074,000 円
２位 山内 ㈱山口Farm ７月 1,041,000 円
３位 山内 ㈱山口Farm ３月 1,035,000 円

順位 地区 生産者 せり月 せり価格
１位 崎山 山中秀雄 １月 1,342,000 円
２位 崎山 堀里淳一 １月 1,285,000 円
３位 富江 岩谷良貴 ３月 1,208,000 円



期
待
に
応
え
る
品
質
を

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
出
荷
会
議

規
格
に
沿
っ
て

高
菜
の
出
荷
目
揃
え
会

ほ
め
ら
れ
連
覇
を
目
指
し
て

ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
生
産
計
画

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
は
十
二
月
六
日
、
出
荷
会

議
を
開
き
本
年
度
産
の
秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
出

荷
計
画
や
集
荷
体
制
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
管
内
の
栽
培
戸
数
は
四
八
戸
、
栽
培
面
積
は
二

四
㌶
で
、
本
年
度
は
約
八
五
万
玉
の
出
荷
販
売
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

　
出
席
さ
れ
た
大
阪
中
央
青
果
株
式
会
社
の
田
村

英
氏
は
市
場
情
勢
に
つ
い
て
「
関
西
地
区
で
は
九
州
、

鳥
取
県
、
島
根
県
産
が
多
い
が
十
月
下
旬
か
ら
続

い
た
干
ば
つ
で
遅
れ
て
い
た
収
穫
量
が
十
一
月
中

旬
以
降
増
加
し
た
こ
と
で
十
二
月
に
入
り
価
格
が

低
迷
し
た
が
今
後
上
が
る
見
込
み
で
あ
る
」
と
し
、

「
高
品
質
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
作
っ
て
い
た
だ
く
事

で
我
々
も
販
売
拡
充
に
取
り
組
み
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　
田
原
和
行
部
会
長
は
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市
場
の
支
え
や
配
慮
に

感
謝
し
て
い
ま
す
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病
害
虫
防
除
や
圃
場
管
理
に

努
め
て
品
質

の
向
上
と
収

量
の
増
加
を

図
り
期
待
に

応
え
て
い
き

た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
本
年
度
産
高
菜
の
出
荷
目
揃

え
会
が
十
二
月
六
日
、
本
山
高

菜
加
工
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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さ
れ
た
高
菜
の
現
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前
に
Ｊ
Ａ
の
担
当
職
員
か
ら
一

株
の
重
さ
や
病
害
虫
の
被
害
の

有
無
な
ど
に
よ
る
品
質
の
規
格

や
収
穫
、
搬
入
に
あ
た
っ
て
の

注
意
点
な
ど
が
説
明
さ
れ
る
と
、

集
ま
っ
た
部
会
員
の
方
々
は
現
物
を
手
に
入
念
に
確

認
し
て
い
ま
し
た
。

　
本
年
度
産
の
高
菜
生
産
者
戸
数
は
四
五
戸
で
約
四

四
㌃
を
栽
培
し
生
産
量
一
三
四
七
㌧
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

　
目
揃
え
会
に
先
立
ち
十
二
月
三
日
、
高
菜
収
穫
機

の
実
演
会
が
五
島
市
坂
の
上
に
あ
る
七
岳
フ
ァ
ー
ム

の
圃
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
機
械
は
福
岡
県
久
留
米
市
に
あ
る
『
株
式
会
社

た
な
か
』
が
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
掘
取
機
を
改
良
し
た
も

の
で
、
畝
を
ま
た
い
で
、

高
菜
の
下
に
堀
取
刃
を
潜

ら
せ
る
こ
と
で
、
高
菜
を

傷
つ
け
る
こ
と
な
く
根
を

切
る
こ
と
が
で
き
る
と
し

て
い
ま
す
。

　
現
在
、
高
菜
の
収
穫
は

ほ
と
ん
ど
が
手
作
業
。
さ

ら
な
る
改
良
が
施
さ
れ
作

業
の
省
力
化
と
効
率
化
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
ほ
め
ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
部
会
は
十

二
月
十
五
日
、
令
和
五
年
産
か
ぼ
ち
ゃ
の
生
産

計
画
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
国
産
野
菜
へ
の
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

べ
く
始
ま
っ
た
日
本
列
島
産
地
リ
レ
ー
「
ほ
め

ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」。
産
地
が
本
州
か
ら
北
海
道
に

移
行
す
る
六
月
か
ら
七
月
に
Ｊ
Ａ
ご
と
う
が
出

荷
を
始
め
て
い
ま
す
。
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会
が
栽
培
す
る
品
種
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「
く
り
大
将
」。
収

穫
直
後
か
ら
食
味
が
良
く
受
粉
後
四
五
日
ほ
ど

で
収
穫
で
き
る
早
生
品
種
。

　「
ほ
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ら
れ
か
ぼ
ち
ゃ
」
は
、
品
質
基
準
の
糖
度
十
二
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以
上
、
水

分
含
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率
七
五
％
以
下
と
い
う
「
ほ
め
ら
れ
基
準
」
を
ク
リ
ア
し
た

も
の
だ
け
が
こ
の
称
号
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

　
出
荷
契
約
先
のM

.V
.M

（
エ
ム
・
ヴ
イ
・
エ
ム
）
商
事
株
式
会
社

の
石
田
希
世
士
代
表
取
締
役
社
長
は
「
北
海
道
か
ら
沖
縄
宮
古
島
ま

で
の
多
く
の
か
ぼ
ち
ゃ
生
産
地
の
中
で
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
か
ぼ
ち
ゃ
は

『
ほ
め
ら
れ
率
』
が
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
で
、
一
番
お
い
し
い
か
ぼ
ち
ゃ
を

生
産
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ん
と
共

に
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
。

　
大
谷
豊
部
会
長
も
「
全
国
一
の
『
ほ
め

ら
れ
率
』
で
表
彰
さ
れ
た
の
を
機
に
三
年

計
画
で
栽
培
面
積
二
〇
㌶
の
計
画
も
来
年

に
も
達
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
で
も
五
島
に
お
け
る
夏
場
の
収
益

品
目
と
し
て
産
地
確
立
に
期
待
を
寄
せ
て

い
ま
す
。

　
十
二
月
十
三
日
、Ｊ
Ａ
ご
と
う

肉
用
牛
生
産
振
興
大
会
が
家
畜

市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
を
受
け
て
三
年
ぶ
り
の

開
催
で
す
。

　
軟
調
な
子
牛
の
取
引
相
場
の

一
方
で
不
安
定
な
国
際
情
勢
に

よ
る
燃
油
や
飼
料
等
の
資
材
高

騰
が
続
き
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

集
ま
っ
た
生
産
者
は
五
島
地
区

の
基
幹
産
業
で
あ
る
肉
用
牛
の

振
興
と
活
性
化
を
目
指
す
こ
と

を
改
め
て
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
有
限
会
社
大
西
海

フ
ァ
ー
ム
取
締
役
場
長
の
山
田

康
弘
氏
が
「
Ｉ
Ｔ
機
器
を
利
用

し
て
の
分
娩
間
隔
の
短
縮
に
つ

い
て
」
と
題
し
講
演
。

　
持
続
可
能
な
肉
牛
経
営
は
分

娩
間
隔
の
短
縮
で
一
年
一
産
を

達
成
す
る
こ
と
で
所
得
の
増
加

に
つ
な
が
る
と
し
、
適
切
な
飼

料
給
与
や
的
確
な
発
情
の
把
握

と
適
切
な
人
工
授
精
を
実
践
。

飼
養
管
理
や
発
情
発
見
に
は
ク

ラ
ウ
ド
型
牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム

を
、
さ
ら
に
遠
隔
操
作
監
視
カ
メ

ラ
を
導
入
し
て
分
娩
室
を
見
守

り
事
故
低
減
に
も
努
め
て
い
る
。

シ
ス
テ
ム
の
デ
ー
タ
も
全
職
員

で
共
有
。
繁
殖
成
績
を
見
極
め
問

題
の
あ
る
牛
に
は
獣
医
師
の
診

察
や
治
療
を
受
け
る
な
ど
徹
底

し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
生
産
者
を
代
表
し
た
決
意
表

明
で
は
、
ご
と
う
農
協
肉
用
牛

部
会
の
川
﨑
善
一
部
会
長
が
振

興
計
画
の
も
と
で
出
荷
頭
数
四

〇
〇
〇
頭
を
目
指
す
と
力
強
く

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
先
立
ち
五
島
和
牛
育

種
組
合
に
よ
る
現
地
検
討
会
が

開
か
れ
、
産
肉
能
力
に
優
れ
た

雄
牛
の
生
産
に
必
要
な
母
体
と

な
る
基
礎
牛
と
長
崎
県
が
推
奨

す
る
種
雄
牛
「
晴
太
郎
」
の
産

子
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
基
礎
牛
三
頭
、
産
子

牛
八
頭
が
並
ぶ
と
調
査
員
が
牛

体
の
測
定
値
を
基
に
体
高
や
体

幅
、
肉
付
き
な
ど
を
一
頭
ず
つ

確
認
し
ま
し
た
。

　
講
評
の
中
で
調
査
員
か
ら
「
今

回
は
基
礎
牛
で
あ
る
と
同
時
に

遺
伝
的
能
力
の
高
い
育
種
牛
の

認
定
も
視
野
に
入
れ
て
調
査
し

ま
し
た
。
五
島
牛
の
特
徴
を
持
っ

た
牛
を
次
の
世
代
に
ど
の
よ
う

に
繋
い
で
い
く
か
が
大
事
で
、

基
礎
牛
と
育
種
の
認
定
牛
を
合

致
さ
せ
て
種
雄
牛
を
造
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
」
と
し
「
五

島
で
は
種
雄
牛
の
世
代
が
少
々

古
い
た
め
種
雄
牛
が
全
盛
の
内

に
保
留
牛
を
確
保
し
て
基
礎
雌
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や
育
種
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に
育
て
て
も
ら
え

ば
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の
ス
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も
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が
る

で
し
ょ
う
」
と
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さ
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ま
し
た
。
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年
一
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へ
の
取
組
み

次
世
代
の
種
雄
牛
に
向
け
て 一年一産の重要性を話す

（有）大西海ファームの山田康弘氏

今回調査された基礎牛と「晴太郎」の産子牛

決意表明をする
川﨑善一部会長

品質の向上に努めたいと話す田原部会長

作業の省力化が期待される高菜収穫機

MVM商事の石田社長（右）と
生産者の藤田三利さん
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令
和
四
年
度 

第
十
回
理
事
会令

和
四
年
十
二
月
二
十
二
日
㈭
開
催

議
案
事
項

1 次
第

報
告
事
項

2

　
年
末
恒
例
の
『
五
島
の
産
業
ま
つ
り
』
が
市
内

各
地
で
開
か
れ
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
も
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
や
職

員
ら
が
五
島
の
特
産
物
や
温
か
い
食
べ
物
で
お

出
迎
え
。

　
三
井
楽
で
青
年
部
が
前
日
か
ら
仕
込
ん
で
お

い
た
ア
ツ
ア
ツ
の
お
で
ん
を
振
舞
え
ば
、
岐
宿

で
は
五
島
牛
や
五
島
美
豚
の
肉
な
ど
を
販
売
す

る
と
開
店
を
待
ち
わ
び
た
人
々
で
即
完
売
。
生

憎
の
雪
に
な
っ
た
富
江
で
は
特
産
の
『
五
島
ル

ビ
ー
』
や
『
椿
油
』、『
五
島
三
菜
』
が
店
頭
に

並
び
来
場
者
が
寒
さ
の
な
か
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。 各

地
で
産
業
祭

Ｊ
Ａ
青
年
部
も
出
店

各種部会活動

青
年
部

女
性
部

フ
レ
ミ
ズ

盈
進
ま
つ
り
で
ソ
バ
打
ち

料理教室を開催

親
子
で
ケ
ー
キ
を
飾
り
つ
け

　
十
二
月
一
日
、
盈
進
小
学
校
で
毎
年
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
盈
進
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
児
童
ら
が
打
っ
た
ソ
バ
が
振
舞

わ
れ
ま
し
た
。
同
ま
つ
り
は
、
児
童
・
職
員

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、保
護
者
や
地
域
の
方
々

も
招
い
て
行
う
、
地
区
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
ら
の
食
農
教
育
活
動

の
一
環
と
し
て
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
青
年
部
富
江

支
部
が
ソ
バ
を
播
種
す
る
と
こ
ろ
か
ら
指
導

し
て
お
り
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
と
あ
っ
て
同
支
部
の
皆
さ
ん
も
招
か
れ
、

児
童
ら
と
一
緒
に
美
味
し
い
ソ
バ
を
頂
き
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
女
性
部
大
津
支
部
と
上

五
島
支
部
は
、
部
会
活
動
の
一
環
と
し
て

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
九
州
電
力
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
大

津
支
部
で
は
、
オ
ー
ル
電
化
の
キ
ッ
チ
ン
で
作
業

を
開
始
。
材
料
を
入
れ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
す
る

と
料
理
を
行
っ
て
く
れ
る
自
動
調
理
器
も
用
い

て
、
計
七
品
の
料
理
を
調
理
し
ま
し
た
。

　
上
五
島
支
部
で
は
家
の
光
十
二
月
号
に
掲
載

の
、「
頑
張
ら
な
く
て
も
喜
ば
れ
る
軽
や
か
お
せ

ち
」
を
参
考
に
、
計
八
品
目
の
料
理
を
調
理
し
ま

し
た
。

　
ど
ち
ら
の
支
部
の
料
理
も
良
い
出
来
と
な
り
、

部
員
全
員
で
舌
鼓
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は

十
二
月
十
七
日
に
、
部
会
活
動
の
一
環
と
し

て
親
子
教
室
を
開
催
し
、
ケ
ー
キ
へ
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
、
午
後
の
部
と
二
部
構
成
で
行

わ
れ
た
同
教
室
は
、
ど
ち
ら
の
部
も
満
員
と

な
る
盛
況
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

み
な
、
用
意
さ
れ
た
ス
ポ
ン
ジ
を
前
に
、
ど

の
よ
う
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
し
よ
う
か
と

嬉
々
と
し
た
表
情
を
浮
べ
、
飾
り
つ
け
を
開

始
し
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
子
供
た
ち
は
、

独
創
的
な
発
想
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
業
を

と
て
も
楽
し
そ
う
に
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

議
案
№
１
　
監
事
監
査
規
程
等
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
令
和
四
年
度
上
半
期
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
４
　
県
有
財
産
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
に
つ
い
て 

※

継
続
審
議

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
主
要
事
業
十
一
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
十
一
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
四
年
十
一
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
四
年
十
一
月
〜
十
二
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
令
和
四
年
度
農
業
ま
つ
り
合
同
展
示
会
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
第
二
十
二
回
Ｊ
Ａ
ご
と
う
農
業
ま
つ
り
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
四
年
度
第
一
回
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
９
　
令
和
四
年
度
第
二
回
営
農
生
産
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
令
和
四
年
度
年
度
末
見
込
及
び
次
年
度
計
画
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
状
況

に
つ
い
て

報
告
№
12
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
相
談
苦
情
等
定
期
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
13
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
自
主
検
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
14
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
報
告
に
つ
い

て

報
告
№
15
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
16
　
令
和
四
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
方
針
に
つ
い
て

報
告
№
17
　
令
和
四
年
度
第
二
回
債
権
管
理
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
18
　
貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

12月18日　『とみえ産業市』

12月11日　『三井楽産品まつり』

12月17日　『岐宿町産業祭』
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令
和
四
年
度 

第
十
回
理
事
会令

和
四
年
十
二
月
二
十
二
日
㈭
開
催

議
案
事
項

1 次
第

報
告
事
項

2

　
年
末
恒
例
の
『
五
島
の
産
業
ま
つ
り
』
が
市
内

各
地
で
開
か
れ
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
で
も
青
年
部
の
メ
ン
バ
ー
や
職

員
ら
が
五
島
の
特
産
物
や
温
か
い
食
べ
物
で
お

出
迎
え
。

　
三
井
楽
で
青
年
部
が
前
日
か
ら
仕
込
ん
で
お

い
た
ア
ツ
ア
ツ
の
お
で
ん
を
振
舞
え
ば
、
岐
宿

で
は
五
島
牛
や
五
島
美
豚
の
肉
な
ど
を
販
売
す

る
と
開
店
を
待
ち
わ
び
た
人
々
で
即
完
売
。
生

憎
の
雪
に
な
っ
た
富
江
で
は
特
産
の
『
五
島
ル

ビ
ー
』
や
『
椿
油
』、『
五
島
三
菜
』
が
店
頭
に

並
び
来
場
者
が
寒
さ
の
な
か
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。 各

地
で
産
業
祭

Ｊ
Ａ
青
年
部
も
出
店

各種部会活動

青
年
部

女
性
部

フ
レ
ミ
ズ

盈
進
ま
つ
り
で
ソ
バ
打
ち

料理教室を開催

親
子
で
ケ
ー
キ
を
飾
り
つ
け

　
十
二
月
一
日
、
盈
進
小
学
校
で
毎
年
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
盈
進
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
、
児
童
ら
が
打
っ
た
ソ
バ
が
振
舞

わ
れ
ま
し
た
。
同
ま
つ
り
は
、
児
童
・
職
員

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、保
護
者
や
地
域
の
方
々

も
招
い
て
行
う
、
地
区
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
ら
の
食
農
教
育
活
動

の
一
環
と
し
て
、Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
青
年
部
富
江

支
部
が
ソ
バ
を
播
種
す
る
と
こ
ろ
か
ら
指
導

し
て
お
り
、
そ
の
締
め
く
く
り
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
と
あ
っ
て
同
支
部
の
皆
さ
ん
も
招
か
れ
、

児
童
ら
と
一
緒
に
美
味
し
い
ソ
バ
を
頂
き
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
女
性
部
大
津
支
部
と
上

五
島
支
部
は
、
部
会
活
動
の
一
環
と
し
て

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
九
州
電
力
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
大

津
支
部
で
は
、
オ
ー
ル
電
化
の
キ
ッ
チ
ン
で
作
業

を
開
始
。
材
料
を
入
れ
て
メ
ニ
ュ
ー
を
選
択
す
る

と
料
理
を
行
っ
て
く
れ
る
自
動
調
理
器
も
用
い

て
、
計
七
品
の
料
理
を
調
理
し
ま
し
た
。

　
上
五
島
支
部
で
は
家
の
光
十
二
月
号
に
掲
載

の
、「
頑
張
ら
な
く
て
も
喜
ば
れ
る
軽
や
か
お
せ

ち
」
を
参
考
に
、
計
八
品
目
の
料
理
を
調
理
し
ま

し
た
。

　
ど
ち
ら
の
支
部
の
料
理
も
良
い
出
来
と
な
り
、

部
員
全
員
で
舌
鼓
み
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
ご
と
う
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
は

十
二
月
十
七
日
に
、
部
会
活
動
の
一
環
と
し

て
親
子
教
室
を
開
催
し
、
ケ
ー
キ
へ
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
午
前
の
部
、
午
後
の
部
と
二
部
構
成
で
行

わ
れ
た
同
教
室
は
、
ど
ち
ら
の
部
も
満
員
と

な
る
盛
況
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

み
な
、
用
意
さ
れ
た
ス
ポ
ン
ジ
を
前
に
、
ど

の
よ
う
な
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
し
よ
う
か
と

嬉
々
と
し
た
表
情
を
浮
べ
、
飾
り
つ
け
を
開

始
し
て
い
き
ま
し
た
。
特
に
子
供
た
ち
は
、

独
創
的
な
発
想
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
業
を

と
て
も
楽
し
そ
う
に
こ
な
し
て
い
ま
し
た
。

議
案
№
１
　
監
事
監
査
規
程
等
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
２
　
令
和
四
年
度
上
半
期
監
事
監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

 
※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
３
　
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

※

可
決
・
承
認
さ
れ
た

議
案
№
４
　
県
有
財
産
一
般
競
争
入
札
へ
の
参
加
に
つ
い
て 

※

継
続
審
議

議
案
事
項
　
そ
の
他

報
告
№
１
　
主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に
つ
い
て

報
告
№
２
　
主
要
事
業
十
一
月
末
計
画
と
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
３
　
産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」
十
一
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
４
　
令
和
四
年
十
一
月
末
食
肉
販
売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
５
　
令
和
四
年
十
一
月
〜
十
二
月
期
県
内
家
畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
６
　
令
和
四
年
度
農
業
ま
つ
り
合
同
展
示
会
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
７
　
第
二
十
二
回
Ｊ
Ａ
ご
と
う
農
業
ま
つ
り
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
８
　
令
和
四
年
度
第
一
回
リ
ス
ク
管
理
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
９
　
令
和
四
年
度
第
二
回
営
農
生
産
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
10
　
令
和
四
年
度
年
度
末
見
込
及
び
次
年
度
計
画
に
つ
い
て

報
告
№
11
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
状
況

に
つ
い
て

報
告
№
12
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
相
談
苦
情
等
定
期
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
13
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
自
主
検
査
結
果
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
14
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
報
告
に
つ
い

て

報
告
№
15
　
令
和
四
年
度
第
２
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
16
　
令
和
四
年
度
第
４
四
半
期
余
裕
金
の
運
用
方
針
に
つ
い
て

報
告
№
17
　
令
和
四
年
度
第
二
回
債
権
管
理
委
員
会
の
結
果
に
つ
い
て

報
告
№
18
　
貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
事
項
　
そ
の
他

12月18日　『とみえ産業市』

12月11日　『三井楽産品まつり』

12月17日　『岐宿町産業祭』
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編 集
後 記

　明けましておめでとうございます。本年もＪＡごとうをよろしくお願いします。
　今月の広報誌より、従来から若干の変更を加えております。手に取って頂いてまず目に
ついたかと思いますが、表紙のデザインを一新させて頂きました。写真の撮影は私がさせ
て頂きました！と言いたいところですが、残念ながら私ではありません。今月号より広報
担当が１人増えておりまして、カメラが趣味で写真撮影、編集の心得のある方です。今後
は２人で取材に回らせて頂くことになるかと思いますが、写真について担当によって当た
りはずれがあるぞ！と言われないよう、「しっかりとカメラの勉強をする」を今年の抱負
に頑張りたいと思います。                                                                     （長瀧　俊一）

【本店】

【上五島支店】

〒853-0041　長崎県五島市籠淵町2450
TEL 0959（72）8211　FAX 0959（74）5266

〒857-4404　長崎県南松浦郡新上五島町青方郷355-7
TEL 0959（52）2417　FAX 0959（43）1955

事前相談受け付けております。 住所：〒853-0041　五島市籠淵町2450番地１
電話：0959-88-9933　FAX：0959-88-9922
営業時間：9時～19時（4月～9月）
　　　　　9時～18時30分（10月～3月）
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング　11時～15時
　料金　大人：1,200円　子ども：650円（小学生以下）
休業日：棚卸日（9/末、3/末）　年始（1/1・2・3）

富江トマト選果場作業員募集富江トマト選果場作業員募集
作業期間　９月中旬～６月中旬
作業場所　山手トマト選果場
　　　　　（富江ライスセンター横）

施設作業員募集施設作業員募集
作業期間 作業場所

3月～11月
3月～10月
12月～5月
12月～3月

育苗センター
アスパラ選果場
ブロッコリー選果場
高菜加工施設

詳細は本店 農産園芸部までお問い合わせください。
☎0959-72-6214

詳細は富江支店 営農経済課までお問い合わせください。
☎0959-86-2111

1月号 2023  №203 ＪＡごとう

JA ごとう岐宿給油所閉店のご案内について
お客様　各位

ＪＡごとう岐宿給油所は施設の老朽化等、諸般の事情に
より令和５年３月１０日をもって閉店させて頂きます。
永年のご愛顧、誠にありがとうございました。
給油所は閉店となりますが、閉店後の対応は西部給油所
にて行いますので、今後ともＪＡ事業への変わらぬご愛顧
をよろしくお願いします。

●新年のごあいさつ

西部給油所     五島市岐宿町中嶽1948-1     TEL  83-1756
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